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 ブロイラーは近年増加する人口に適応できる生産性の高い良質なタンパク質源であるが、近

代では育種の結果、筋肉、とりわけ胸肉に脂肪が筋状に混入する白線症や筋肉が硬化する筋肉

硬化症（WB）による損失が無視できない。WB の症状は病理的な解明は進んでいるものの、

発生機序がいまだ不明なため、生産性を低下さて成長を抑制せる対応のみで、根本的な対応が

行われないまま新しい育種を待つのみである。 

本研究はこのような背景のもと、今まで取り組まれていないWBと筋肉代謝制御の成り立ち

との関係に着目し、ブロイラーの筋肉タンパク質代謝の育種における方向性と、それに対して

胚発生時から孵化を経て筋肉タンパク質代謝特性が後天的にどのような制御を受けていくの

か、孵化前後での糖新生にともなう異化から同化に向かう代謝変動とブロイラーの形質の関係

について検討し、次に継続的な栄養学的代謝調節因子としてのビタミンD3（Vit D3）と関連代

謝産物について検討した。 

そして、生産現場に近い環境の飼料会社の研究農場において、WB発症ブロイラーが本来の

ブロイラーの形質と反対に筋肉タンパク質分解と連動したコラーゲン組織の崩壊に関連する

遺伝子発現の上昇とVit D3に関連する物質合成系遺伝子発現の低下を示していることを明らか

にし、後天的な筋肉タンパク質分解促進形質への転換と、代謝調節物質としてのVit D3が何ら

かの関連をもつ可能性を示した。 

次に、ニワトリは孵化前後で糖新生のために強い異化形質を示すこと、ブロイラーの育種が

筋肉タンパク質の異化抑制、すなわち糖新生抑制の方向に進んでいることから、何らかの糖新

生阻害に対するフィードバック阻害で異化形質が成長期に発現している可能性を、鶏卵中にグ

ルコースが存在しないことを利用して胚のグルコース量と生存率を指標にインスリン感受性

促進剤を投与することで証明しようとし、結果、インスリン用作用が抑制されていることが明

らかにされた。 



 そして、筋肉タンパク質異化の調節因子としてVit D3が作用する可能性を検討するため、種

卵にVit D3を投与したところ、オスで骨格伸長が認められた一方で、メスで筋肉の成長に関連

するリガンドとレセプターいずれものmRNA発現量が高いことを明らかにし、メスでWBが

少ない要因としてVit D3が関与している可能性を示した。 

このように、初期の筋肉代謝調節とブロイラーの特色、Vit D3の関与の可能性を示唆しなが

ら、これまでVit D3が取り上げられなかった要因として、胚や初生ヒナと成長中のヒナでは影

響が異なること、生体へのVit D3供与が紫外線による合成から始まり、運搬と貯蔵が代謝産物

である 25ヒドロキシコレカルシフェロール（25(OH) Vit D3）で、さらにホルモンとして作用す

るのが 1,25ヒドロキシVit D3であり、これら関連物質での評価が行われなかったことと考え、

孵化後の成長期にVit D3と25(OH) Vit D3を飼料に添加給与して全身各組織への影響を調べたと

ころ、脳において中枢レベルで血中カルシウムをはじめ、25(OH) Vit D3同化と異化どちらか一

方に偏らせるのではなく、調節機構を持っている可能性を見出した。また、このことがブロイ

ラーのインスリン感受性調節にも働き、異化の調節が形質レベルで起きていることも発見した。 

以上のように，本論文は，いままで難しいとされてきたWBの発生機序と対策の糸口を同時に提

示し、WB 対応策の指針を示した研究であり，学術上のみならずブロイラー産業貢献するところが

少なくない。 

よって審査委員一同は，本論文が博士（応用生命科学）の学位論文として十分な価値を有するも

のと認め，合格と判定した。 
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 審査委員一同は，平成 31 年 １月 16 日，学位論文審査申請者に対し，論文の内容なら

びに関連事項について試験を行った結果，本申請者が博士（応用生命科学）の学位を受けるに

必要な学識を有するものと認め，合格と判定した。 
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